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治

け

秦
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政
麻
の
關
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い
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齒

)
同
様
に
S

:臂
す
べ
き
調
进
は
親
は
れ
て
は

4

な

い

。
，
本

論

、
の

澉

初

f

述
べ
て
置
，い
た
や
ぅ
に
、
嗤
だ
鎩
夫
-の
調
を

-に
就
い
て〜

 

兄
る
ベ
き
も
め
が
殘
され

”
そ
の
、内
に
於
い
て
鑛
夫
の
勞
鲰
移
動
の
問
題
が
稍

W
形
を
整
へ
て‘現
は
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て 

:I
l
h奪

't水
、
鑛
夫
の
栘
動̂
間
題
が
繫
ザ
の
勤
被
年»
の
間
題
と
並
ん
で
取
り
擧
*げ
ら
れ
て
焉̂
、

こ
れ
等9

間
題
が
、
鑛 

山
に
於
け
る
諸
經
營
勞
働
者
政
裝
の
調
查
の
>內
で
观
り
擧
げ
ら
れ
て

ゐ

る

と

こ
ろ
は
，，

「

職
エ
事
愦」

調
菟
の
意
圖
に
沿
紀̂:
;
,の^:
命
5;
:)

に
ぽ
^^
れ
-斧

訂
^

か
く
じ
て
明
治̂
十
四
年
の
エ
場
故
の
成̂
に
至
る
の
で
ぁ
つ
て
、、
改
元
と
典
に
此
竭
で
一
と
先
づ
睁
期
を
劃
免

.

こ
と
が
便
宜
で
あ'
o 

、
ノ
\
 

ソ

，

I

そ
’し
_ズ
是
の
後
、
赞
働
移
動
の
問
題
に
對
す

‘る
'政
府
の
關
心

「

は
ノ
.先
氛
の
：歐
洲
大
戰
時
の
好
狐
期
に
1
,は
れ
、
ま
た
こ
の
後
大
疋
.九
_ 

年
:^
後
の
產
rm
界
の

T沈
滞
‘の

時
期
に
現
ば
机
ノ
更
ら
に
支
^

始
f

硌
な
く
出
瑰
し$

今
日
に
至
つ

y

ゐ
る
と
いえ
^
\ 

o 

し
か
^
と

,^
等
の
時
代
は
各
々
違
つ
た
特
質
^
,示
す
も
の
で
ぁ
つ
ズ'
h
の
時
代
的
な
相
違
は
ま
た
砂
題
に
對
^

^
政
府
の
關1>
に
違
；
 

つ
た
篇
を
與
へ
て
ゐ
る
や
ぅ
に
も
思
は
れ

.る
，の

マ

含

が

，
，
こ
れ
に
就
い
て

‘は
、
何
れ
稿
を̂
办
て
、
別
に
論
ず
る
こ
；と
レ
し
も
：い

0 

A

B

^
論
巾
、A
は
脸
夫
の
赘
徵
励
の
、麗
の
现
解
に
就
い
て
：

^
、
金
く
述
べ
る
と*

j

ろ
が
な
か
っ.
た

が

、

こ
め
職
に
就
い
一
て
は
'

婴

；當 

時
の
鑛
夫
移1
1
姑̂
を
問
題
と
す
る
際
に
、
觸
|れ
て
-み
た
い
と
敬
つ
で
ゐ
る
。
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人
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經
濟
學
皮』

上
，卷
に
於
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國
利
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學
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於
け
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先
顧
と
し
て
、
忘
れ
ら
れ
た
る
經
濟
靖
敦
デ

』

人
ナ
'
ホ
ー

レ
ッ
ト•
ス
タ
けI
Iプ(

o
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lcr
o
e
'
J
d
l
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s :pourett\scrope)

の
名
を
擧
げ
た

の
で
，あ
る
が
、
而
も
當
特
は
I
に
彼
れ
のf

社
會
福
裂
肖
然
法
か
ら
推
論
せ
ら
れ
而
し
て
英
國
の
現

f

に
滿
用
せ
ら
れ
丨
た
る
經
濟
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ÎI
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i
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p
r
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p
i
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p
i
n
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小
、
其
の
第
七
载
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文
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。
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西
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。
彼
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十
六
年
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學
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セ
y
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气
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ス
•
ヲ
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ッ
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.に
移
り
、
同
二
十
一
年
、，文
藝
得
業
士

6
稱
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を
授
け
ら
れ
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。
同
年
ウ
ィ
ル
ト
シ
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服
カ
ッ
ス
ル•
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1
ム
の
ウ
ィ
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ア
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•
フ
ク
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scrope)

の
相
紹
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エ
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ィ
ッ
プ
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ク

ロ

ー
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し
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#
め
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ス
ク
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プ
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乘
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荩
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へ
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彼
れ
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學
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i
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す
る
興
味
を
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へ
ら
れ
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，一
千
八
百
十
七
丨
八
年
の
冬
を
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親
と
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<
ナ
ポ
リ
に
過
'1
.た
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を
初
め
士
し
て
、
應
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觀

行

し

；
て
：
資

料

を

宽

集

'

し
、1,
千
A (
百
！一

十
八
年cpnsiderations o

n
,
v
o
i
c
a
n
i
.

を
著
，し
、
M;
s t
で
地
殼
の
脊
石
は
权
成
汰
り
と 

な
す
‘獨
逸
の
地
質
取
诉
ヴ
ァ
丨
ナ

•丨(
A
b
r
a
h
a

あGottlob W
e
r
n
e
r
〕

の
？！

に
反
韵
し
'た
。‘
彼
れ
は
ー
、
千
八
西|
ー
十
五
苹
、
チ
ャ
ー
ル 

ズ
•
ラ
イH

ル

0
げ
玲
1シ

€

£)

と
洪
に
地
質
學
協
會
の
幹
事
と
な
つ
た0
ラ
イ
エ
ル
は
彼
れ
と
同
年
の
地1
學
者
で
あ
つ
て
、'後
、
一
 

千
八
百HI

十

丄

二

十

三

，
年

、
，
ダ
'
:
-

ヴ
ず
ン
のo

r
l
g
i
n
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 s
p
e
l
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に
先
：

S

で
第
十
允
世
紀
の
科
學
思
溉
爽
上
に
最
大
な
る
影
_
を
與
'

,
へ
たPrinciples of 

G
e
o
k
^
y
,

女
公
に
じ
て
ノ
地
質
學
上
杧
於
け
る
大
激
變
氣
を
桓
杳
し
、
過
去
に
於
け
る
最
-大
な
る
地
質
上
の
變 

.
'
'
れ
も
現
货
忙
於
いrG
猶
，ほ
^

^
し
=D
乂
あ
る
'諸
カ
.に
:̂
’つ
*
:生
ぜ
^
め
.ら
れ
得
る
こ
と.
.を
敎
.へ
、'
生
物
學
.を
；基
礎
と
す
る»
位
學
の
體. 

系
を
^
：^
せ
石
人
で
あ
つ
た
。

ス
，ク
P
丨
プ
は
一
千
八
百
，一
一
十
六
年

、
.oeology and 

M

&

s

:題
'1
>
_
オ

ー

ベ

ル

"

に
於
け
^
臬
の
.
■
暴

！
！.f

.發
表
し
、
舉

、
王
立
協
會
員
に
擧
げ
ら

；
^

 

o
.
:
:

彼
^
に
し
'
て

若

し

样

の

'
身

を

地

質
 

丨
學
の
‘
硏
究
の
み
に
捧
げ
る
こ
.士
.が
^
來
た
於
ぶ
ば
ハ/ 
_
れ
は
、
如
何
な
る
蘇
爭
者
を
^
凌
駕
ず
.る
.
.こ
と
於
出_
た
せ
.あ
.ら

ぅ

と

会

：
は

れ

：

て
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る 

0 

' 
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‘
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パ
，
-
'
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'
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'
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へ
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:
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'
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.■>

然
る
に
ス
ク
口

.
1ブ
は
ウ
ィ
，ル
ト
シ
ヤ
の
治
安
判
事
と
な0
た
時
：、
：.農
業
勞
働
#
.
,の.
.：多
難
な
苳
狀
態&
動
左
^
爾
後
'取
.
^
^
^

ぴ
政
治
と
の
事
瑣̂

す
る
關
心
を
失̂'
,こ
と
が
出1

か
っ
%
0、
^

於
地
翁
長
肓/^
し
'%
或
ひ
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同
化
き^

-;
@
靜
に
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'
#す
る
公
開/
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狀
に
於
い
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或
ひ
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諸
小
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於
い
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時
事
問
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’
®

す
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縣
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^
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濟
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